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貴機関における動物実験の実施体制に関して、提出された自己点検・評価結果報告書

に対する検証結果を通知します。 
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対象機関：盛岡大学 砂込キャンパス  
訪問調査年月日：平成 27 年 8 月 3 日 
調査員： 岡田幸助  
 
 
 
 
検証の総評 
 盛岡大学は岩手県滝沢市砂込に本部を置き、文学部、栄養科学部および盛岡大学短

期大学部からなる私立大学である。現在栄養科学部において動物実験と研究が行われ

ている。今回の検証は盛岡大学から平成 27 年 8 月に提出された「動物実験に関する

自己点検・評価報告書」に対して実施した。 
 検証の結果、盛岡大学では学長の下に盛岡大学・盛岡大学短期大学部研究倫理規程

および盛岡大学「動物実験・研究」実施規程によって研究倫理委員会および盛岡大学

「動物実験・研究」審査専門委員会が組織され、文部科学省の基本指針に則した適正

な動物実験管理体制が整備されていると判断された。 
しかしながら飼養保管状況および教育訓練に改善の余地があるものと思われ、今後の

検討を望む。 
 
 
 
 
 
  


